
 

 

 

 

 

 

 

 

  今年の冬は暖冬だと昨年ニュースで聞いた気がします。ただ、海水温の状況から雪は例年より多いと

も・・・。1 月の中旬は寒さも緩み、「あ～、長期予報どおり」と思っていましたが、とんでもなかったですね。猛

烈な寒波が日本列島を襲い、寒いです。 

広報担当は愛知です。愛知は「伊吹おろし」という伊吹山からの寒風が吹き下ろし寒さが厳しくなるのです

が、降雪被害は多くはありません。しかし、そんな愛知でも今年はいつもより、多くの雪が降り、高速道路や、

国道の通行止めもおきました。雪の不便さを感じた 2 月でした。しかし、愛知の子どもにとって雪はとっても

うれしいものです。今回の降雪で園庭に、そして、子どものいる家の隅に小さな雪だるまがぽつんといます。

そんな雪だるまを見ると不便だなという大人の思いも吹き飛びます。 

ニュースで見る北海道や日本海側の雪の映像は雪の少ない地域に住んでいる私たちには驚きしかなく、雪

と暮らす大変さは私たちの想像を絶するものだろうと感じています。圧倒的な自然の力と共生している皆さ

ん、無理をなさらずに頑張ってください。 
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私は就職して 3 年目ですが、全国保育問題研究集会には初めて参加します。そんな中、乳幼児期の平和

教育分科会で提案をするので、この 1 年間の保育を改めて振り返ることができました。とはいっても、1 年間

平和にすごく重きを置いて保育をしていた訳ではないので日常の中でどのように乳児期の平和を大切にし

ているかを考えました。 

このクラスは０歳児期から一緒に生活している難聴の加配児がいる

ので、子ども同士で意思疎通が難しいこともありますが、加配児を含

めてみんなが、それぞれの違いを認めつつ過ごすことができるような関

わりを大切にしていたということに改めて気づくことができました。8 月

6 日に向けての平和の取り組みでは少しずついろんなことが分かり始

めた、この 2歳児の子どもたちにどこまで伝えるか悩みながら今年は、

飼育していたアリくんに絡めて友だちの好きなものを子どもたちに伝え

たり、日本とは違う国では今も戦争をしていることなどを伝えてみたり

もしました。全国集会では、他の地域、保育園からも提案を聞いて全国

の皆さんと一緒に、じっくり平和について学びたいと考えています。石

川での全国保育問題研究集会を楽しみにしています。 

広島保問研 口田なかよし保育園 柿原加菜 

 

 

石川集会の提案数は 66 本です。提案を予定されている方は、職場で討論したり、各地保問研で

意見交換をされたりと提案のブラッシュアップをされたことかと思います。そして、2 月 10 日の

締め切りに間に合わせるために夜なべをされた方もいるのではないでしょうか。皆さんの実践を

6 月の集会で聞けることが本当に楽しみです。 

さて、今回のニュースでは初めて集会に提案される広島保問研の柿原さんが提案に向けての思

いを寄稿してくださいました。 

 



 

 


